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ナガレヒキガエルBz(/biore""CO"αは、中部地方、
近畿地方の山地に生息し、渓流で繁殖するカエルであ
る（前田・松井,1999)。富山県中央部や|岐阜県東部は
本種の東の分布域にあたる（南部・福田,1993；山田
19911992)。富山県での本種の生息地は少なく、本県
での東限は、富山市大山地域長棟川であったが（南部・
福田,1993)、今回、2カ所の地点で確認され、そのう
ち1カ所は、本県の東限を更新する地点であったので
報告する。
確認状況
ナガレヒキガエルが確認された2カ所の確認状況を
記す。
確認場所l：富山市大山地域熊野川上流（標高390m、
図1)。
年月日：2010年5月8日
状況：熊野川上流の砂防堰堤左岸側の淀みで、オス
4個体、卵塊l個体分を確認した。
確認場所2：富山市大山地域有峰の小口川林道（標高
1,400m、図1，図2)。
年月日：2010年8月6日、15時:37分
状況：小口川林道（片側が山の斜面、反対側が小口
川の崖の斜面）の道路上で筆者の一人福田が確認し
た。
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富山県のナガレヒキガエルの新産地（▲；1熊野川上
2小口川林道)。
今回発見された5個体の生体の体長に対･する鼓膜長
の割合は、Matsui（1984）による、ナガレヒキガエル
の割合（41％未満）の範囲内にあった（表1,図3)。神
通川水系野積川では、形態的に（体長に対する鼓膜長
の割合)、ナガレヒキガエルとアズマヒキガエルの雑
種が出現することが知られ（南部ら,2002)、体長に対
する鼓膜長の割合がナガレヒキガエルあるいはアズマ
ヒキガエルの範囲内であっても、遺伝的に雑種個体が
出現することが知られている（Yamazakietal,2008)。
今回発見された個体は、形態（体長に対する鼓膜長の
割合）によりナガレヒキガエルと同定されたが、遺伝
的な解析も必要と思われる。
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富山県での本種の生息地は、神通川水系等で知られ
長棟川が分布の東限であった（南部・福田,1993)。今
回発見した2地点の内、1カ所は神通川水系の東側の常
願寺川水系に含まれ、本県の本種の東限を更新するも
のである（図1)。
図2ナガレヒキガエルの発見場所（小口川林違
謬 登霧
図3小口川林道のナガレヒキガエル(上は全身、下は頭部）
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